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2 出発抵抗

平たん総において車両が始動せん と するときに生ずる紙抗で

あって， 走符抵抗に含めてもよいものであるが，その性質が奥

なるので区別している。車両が停止していると 事柄h と 111軌受 と

の!日]t.こ介在する iJÌI膜が非常に薄 くなるため， 摩擦主主抗が別加す

るので，始動のi綴は普通走行中よりはるかに大きな低抗を受け

るが，速度が上昇するに したがって滅少し，ある速度 (6-8km

/h) で一定となる。 この抗抗の大きさは]1主両の極類， 停車時間

の長短， タト気1m.度の高低等によって一線でないが， 2, 3 の例を

示すと憾l刻事では 8-10 kg/ t ， 客貨11iでは 7 -8 kg/t であるが，

条件の怒い場合では 20 kg/t 以上に達する場合もあり， また最

近使用されるコロ料l受の場合ははるかに小さく ， 試験の結果に

よると電車 ・ 客車でわずかに 2-3 kg/t に過ぎない。したがっ

て正雌な数値を求めて標準値として採用することはできないが，

巡転局で計画上使j刊している値はつぎのとおりである。 ( 1 ) 蒸

気後関11ï 10 kg/t (2) 電気機関車平形ilqh受 10 kg/t ， コロ取h;支

5 kg/t (3) 電車平形納受 8 kg/t ， コロ軸受 4kg/t (4) 気動

車 3 kg/t (5) 答率 6kg/t (6) 貨車 5 kg/t。

3 勾配抵抗

列車が勾配線を巡転するとき地球の引力によって生ずる抵抗

をし、う。こ の抵抗は上り勾配の場合は損失となるが，下 り勾配

の場合には列車抵抗を滋ずるものである。勾配主主抗は列車の重

益:と線路の勾配に比例 し，その他の彩響は受けなし、から ， 線路

の勾回目を偽で表わせば勾配抵抗はつぎのとおり であ る。

1. g = 土 る 行=勾配鐙抗 (kg/t) ， る = 勾配(告ら)。

4 曲線抵抗
列車が曲線路を通過するとき ， 11ï輸の輸縁と軌条との聞のRF

娯抵抗が[直線路の場合より増加するが， この増加する分の抵抗

を i山総悠抗とし 、 う。メートノレ法によって山線を表わせば， 曲線

抵抗はつぎの式で示される。

K , 1146 

'. ， = 11l1線抵抗 (kg/t) ， K.= 定数， '.=11l1線半径 (m) 。

上式の定数 K， の値は車両の極類によって異なるもの で，国

鉄では曲線抵抗としてつぎの値を係用している。
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曲線抵抗を上式によって勾配抵抗に換算し， 勾配主主抗と曲線

抵抗のft:lにひとしい抵抗を与えるような仮処!的な勾配を想定し

て，換算勾配または相当勾配 (エクィパレント・グレード)と称

する場合がある。たとえば半径 300 m のrJlJ線が連続している 10

%上り勾配を列車が運転しているときの山線抵抗および勾配抵

抗はそれぞれ

600 ' .,= ~~~ = 2 (kg/t) ゲ，=10 (kg/t) 
300 

となりこの和 12 kg/t は， ちょうど 12~品の上り勾配の勾配抵抗

に相当するわけで，この場合の換算勾配は 12%> であ る。

5 加速度抵抗

列車を加速するために生ずる抵抗すなわち列車を加速するた

めに，空宇i定巡転の場合より余分に主主ーする引強力を力u速度低抗と

いう。その大きさは1m速に必要な加速力にひと しく ， その方向

は反対である。

運動の第一法則により
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F= 力11速力 (kg) ， 制=列車の質量 (kg) ， α= 加速度 (m/sec/

sec) , w=列車の重量 (kg)

g =地球の引力による加速度 (9.8 m/ 5ec/ 5ec ) 。

よ っ て列車 lt 当りの加速力を [ kg とすれば

[=す=102α
車輪， 11i軸， 歯車， m~量子等の回転部分の角速度を増加するた

めに，余分に要する力を重量に換算して， 加速力の x % とすれ

b王

[=102 ( 1 + ， ~" � a (kg/t) ¥ ~ . 100 ) 

となり，この f が加速度抵抗であるが，加速度の単位は鉄道に

おいては普通 km/h/sec を使用するから単位を A km/h/sec に

なおすと

(.. x ¥.. 1.000 ~~ ~ .f . x ¥ 
[=102 ~ 1 +τ百)η:600 = 28 .34~ 1 +市)A(河内)

とな る。 l回転部分の似性係数芯の値は機関車では 10 -12 %, 

電車では 8- 10 % ，列車では約 6 % である。(井上末次郎)

れっし伊ないたちうりえいぎょう 列車内立売営業 構内

営業中における l 業簡であって， 別名車内販売とも L 、う。 これ

は列車の巡転中その車内におし、て ， 1 名ないし 2 名の売子が，

一定の携帯用販売容総にチョコレー ト ， キャ ラ メノレ等の飲食品

を陳列し， これを呼売り する類の営業のことをいうのである。

これの起源については，つまびらかではないが，国鉄において

は第 2 次世界大戦中， 戦時輸送に基因する輸送力のひっ迫によ

り ， 列車食堂営業を全廃 したので， 旅客の旅行中の使宜を考慮

し，主食代用としての鉄道パソを，当時の列車食堂営業者であ

った日本食堂株式会社に，列車内で販売させたことに始まった

よう である。したがってその当初は， それま で食堂事の迷結さ

れていた区間だけに行われていたものが，その後i斬次ロ ー カノレ

列車にもおよび， ま た販売品も鉄道パンのほか， キャ ラ メ ノレ，

チョコ ν ー トの類から ， 最近においては地方みやげ品である食

品も!販売 されるようになった。(山下満)

れっしゃのあいしょうめい 列車の愛称名 国鉄の部内で

は列車に列車番号をつけ， これに

よ って諸般の事務を行っているが，

一般の利用者は必ずしもこれにな

じめない。 それで一般になじみや

すいように特急 ・ 急行列車の全部

その他必要な列車にその列車の特

色を表わすにふさわしい地威名 ・ 列車愛称名際

自然、現象 ・ 動他物その他から引用した愛称名を下記のようにつ

けている。この愛称名を列車に表示する僚を列車愛称名標とい

う(写真)。

1 掲出場所 答率(<<IJ間両端愈下， ただし急行列車僚をとり

つけるときは片端のみと する。

2 着 色白地に赤文字

~称にはスピードを象徴するもの ， あるいはその線にゆかワ

のある地名 ・ 風物 ・ 朱観等をかかげ， 1Jr正悩をただよわせた快適

な ものが付されている。 たとえば特急ではつばめ ・ は と (東京 ・

・ 大阪間)，かもめ(京都 ・ i草多聞)。急行では 1!Jl星 (東京 ・ 大阪

間) ， 銀河 (東京 ・ 神戸l百1) ， 筑紫(東京 ・ 時多間) ， みちのく (上

聖子 ・ 青森閑)，あかしゃ(函館 ・ 旭川間) 。

準急ではいでゆ(東京 ・ 伊東 ・ 修善寺間) ， アノレプス (新宿 ・ 長

野間)等。

外国の鉄道ではロ ン ド γ=パリ ー間欧州国際列車のゴーノレデ

ン ・ アロ ー， アメ リ カのサザY ・ パシ フィ ッ F鉄道のサ ンセ ツ




